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Fig.1 Fracture ~~urface. A : Westerly Granite, 2.5x vertical exaggeration (after Po¥ver et al., 
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Fig.2 Dependence of the standard deviation of two coordinates X and Z on the curve length 
N between many pairs of points on the fau]t trace sholA'n in Fig,1 A : Westerly Granite 
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Fig3. Correlation between the disp]acement Dd (m) 
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 論文審査の結果の要旨
 長濱裕幸提出の論文は固体地球における破壊現象の一般則に関する考察である。
 破壊は風化・侵食・断層・地震など各種の地質現象に普遍的に認められる。これらの破壊現
 象によって生ずる破片や破断面の形態やその幾何学的特徴については多くの分野からの考察が
 あるが,この論文ではフラクタルの概念を導入して風化岩片・侵食・崩壊と岩屑・断層と断層
 地塊・断層粘土・各種規模の地震の頻度などの固体地球に見られる破壊のサイズ分布・形状・
 成長様式に関する統計的規則性について検討し,巨大から微細に至る各様な規模を通じて岩石
 などの破壊を記述できる相似法則について議論している。とくに岩石などの破壊に見られるフ
 ラクタル構造と破壊エネルギー密度との関係に注目し,岩石の破壊領域内の不均一性を介した
 統一的な破壊の機構によってその破壊を記述し得ることを明らかにした。
 この結果は固体地球において普遍的に見られる破壊現象の理解に新しい一視点を与えるもの
 で,破壊現象一般に関する研究に貢献するに至るであろう。
 以上の内容はこの論文の著者が自立して研究活動を行なうに必要な高度の研究能力と学識を
 有することを示している。よって,長濱裕幸提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認
 める。
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